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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、選択的プロテインホスファターゼ 2A 阻害などの生物活性や

特異な構造をもつことで医薬開発の研究分野で注目を集めているホスラ

クトマイシン類天然物の効率的一般合成法を開発しようとしたもので、目

的は十分に妥当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

β-イソクプレイジン（β-ICD）を触媒とする不斉 Baylis-Hillman 反応に基

づき、共通鍵中間体からホストリエシンとホスラクトマイシン B に至る高

エナンチオ及び高立体選択的な合成ルートを開発した。よって、ホスラク

トマイシン類天然物の一般性をもった新たな合成方法論を開発した点で、

研究手法も妥当である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で合成研究を行った結果、ホストリエシンならびにホスラクト

マイシン B の形式合成に成功し、今後のホスラクトマイシン類天然物に基

づく医薬開発研究への進展が大いに期待される。また、不斉 Baylis-Hillman
反応を活用し、触媒量の不斉源のみを利用するホスラクトマイシン類天然

物のエナンチオ選択的合成法の確立に初めて成功した。よって、合成手法

における解析と合成研究を推進する上での考察内容は高く評価できる。 

 

以上のように本論文は薬学の有機合成研究に貢献するところが大であり、

審査委員は全員一致で博士（薬学）の学位に値するものと判断した。 
 


